
- 1 -

平成３０年度 深谷市立幡羅中学校 教育グランドデザイン

２０３０年のよりよい社会をリードし、社会（地域）の造り手となる人材を育む地域の学校：幡羅中学校
開校７２年目を迎える幡羅中学校は「文武両道」これまで学習や部活動や行事に大きな成果をあげ、伝統ある「幡羅魂」に磨きをかけてきました。本年度も校訓である「信頼
・責任・協力」を基軸に据え「全ては幡羅中生徒のために」「チーム幡羅中」のもと、生徒、教職員、保護者や地域がチームとなり、ベクトルを統一して、学校教育目標「高
く志を抱き心豊かにたくましく生きる生徒の育成」を目指した教育活動を推進していきます。２１世紀は、情報化グローバル化といった社会的変化が人間の予測を超えて加速
度的に進展し、人工知能やインターネットに影響される時代の到来が私たちの社会や生活を大きく変えていくと予測されています。こうした中で学習指導要領の改訂にあたり、
今まで以上に子供たち一人一人が社会に主体的に向き合って関わり合い、その過程を通して、自らの可能性を発揮し、あらゆる他者を価値ある存在として、共に協働できるな
ど、幸せな人生の造り手及びよりよい社会となっていけるようにすることが求められています。幡羅中学校では、郷土の偉人澁澤栄一翁の「立志の精神」「忠恕の心」を受け
継ぐ教育を実践しつつ、高く志を抱きその実現に向けた挑戦を通して、生徒に自信と誇りを持たせ、更なる躍進を図ります。学校全体で主体的対話的で深い学びの実現のため
に授業改善を図り、生きて働く知識・技能の習得、未知の状況にも対応できる思考力判断力表現力、学びを人生や社会に生かそうとする学びに向かう力や社会性を育みます。

高く志を抱き心豊かにたくましく生きる生徒の育成
○心を磨く生徒 ○本気で学ぶ生徒 ○体を鍛える生徒

「信頼・責任・協力」「時・場・礼」
「全ては幡羅中生徒のためにーチーム幡羅中」

生きてはたらく確かな学力を育てる学校 まごころと思いやりの心を磨く学校 美しく潤いのある学校

明るさと活力に満ちた学校 安心で安全な学校 地域や保護者との信頼関係で結ばれた学校

夢を抱き志を立てる 忠恕の心を育てる

笑顔と元気を大切にする

自らの環境を磨く

尊い命を大切にする 人との絆を大切にする

保護者・地域の願い

将来に生きてはたらく確かな学力

思いやりのある豊かな心 いじめゼロ

一人一人にあった個性・能力の伸長

規律ある生活習慣 健康でたくましい心身 不登校減少

国・県・深谷市の方針

教育基本法 学校教育法・学習指導要領等
生きる力と絆の埼玉教育プラン
教育行政重点施策
深谷市教育振興基本計画・
立志と忠恕の深谷教育ﾌﾟﾗﾝ
夢とこころざしをもちまごころと思いやりのある深谷の子-ふるさ
とを愛し、夢をもち志高く生きる-
深 谷 の 子 ６ つ の 誓 い 深 谷 市 授 業 ｽ ﾀ ﾝ ﾀ ﾞ ｰ ﾄ ﾞ

○基礎・基本の確実な定着 活用できる力の育成
○主体的・対話的で深い学びに向けた授業改善
○「忠恕の心」と「立志の精神」を受け継ぐ教育
○「時を守り、場を清め、礼を正す」
○健康でたくましい心と身体
○信頼関係の確立 「地域の学校」づくりの推進

経
営
方
針

心を磨く

本気で学ぶ

体を鍛える

地域に開かれた信頼される幡羅中学校に！ ○団結力と実行力を誇るＰＴＡ活動 学校行事支援 広報誌発行 研修参加 交通指導等 ○学校運営協議会 学校運営の評価、検証と支援 地域から誇れる学校づくり

○家庭･地域との共通理解・協働 教育相談 授業参観 ＨＰ等情報発信 幡中区サポートチームの活動 ○積極的な学校評価による教育改善 学校自己評価 関係者評価 安心･安全で美しい潤いのある幡羅中学校に！

学校教育目標

重
点

★道徳教育を全教育活動の基盤に据え、心を磨く指導の展開に努める

★指導内容を明確にし、学ぶ意欲を高める授業実践に努める。

★「時・場・礼」を大切にした、健康的で正しい生活習慣の確立に努める。

努
力
点

☆学習意欲を高める指導 ☆基礎・基本の定着
☆思考力・判断力・表現力の育成 ☆主体的対話的で深い学び
☆特別支援教育の視点での支援 ☆「時・場・礼」積極的な生徒指導
☆豊かな人間性の育成 ☆健康でたくましい心身の育成
☆美しい学校教育環境づくり ☆家庭､地域､関係機関との連携

平成29～30年度学校研究課題（深谷市教育委員会委嘱研究）
自ら学び確かな学力を身につける指導法の研究
～学習意欲を高めるための指導上の工夫・改善～
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